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児童生徒が市への思いや考えを発表

　袖ケ浦市の未来を担う子どもたちに議会や行政についての関心と理解を深めてもらうため、
７月４日（火）に初めて袖ケ浦市「子ども議会」を教育委員会が開催しました。
　子ども議会では、各小中学校の代表者が、それぞれ市への要望や自分自身が考えているこ
とを発表し、市担当部署と市政に関する意見を交換しました。

袖ケ浦市子ども議会を開催しました

発表の一部内容をご紹介します

ＳＤＧｓの目標達成のために、
一人ひとりができることや袖ケ
浦市の取り組みを小学生にもわ
かりやすくまとめたポスターや
新聞があるとうれしいです。

また、個人の努力だけでなく、地域の人と交流しな
がらＳＤＧｓに取り組む機会が増えるとよいと思いま
す。防災訓練や緑化運動などの他に、例えば使い切れ
ない物や使わない物をゆずり合ったり寄付したりする
企画を袖ケ浦市でできないでしょうか。

ＳＤＧｓをみんなで意識することが、袖ケ浦市をよ
りよくする第一歩になるのではないかと、私は考えて
います。

僕は、未来の袖ケ浦市につい
て思うことが二つあります。一
つ目は犯罪のない平和な袖ケ浦
を願っています。二つ目は、自
然が豊かな袖ケ浦市であり続け

てほしいと思います。
僕はこれから、「しいの森」 を活用しての総合的な学

習に取り組んでいきます。しいの森を守るために僕た
ちができることは、木を植えたり自然を大切にしたり
することだと思います。しいの森のように、自然豊か
な袖ケ浦市を守り続け、未来に残していきたいです。

そのために、僕たちが取り組んだことも、次の学年、
またその次の学年にも繋いでいきたいと思っています。

未来の袖ケ浦袖ケ浦市とみんなの
SDGｓ
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私は、将来の夢や目標に向け
て、今よりさらに意欲的に学習
に取り組みたいと考えています。
そこで、集中して学習できる環
境が必要になります。ですが、

現在、袖ケ浦市では自習スペースが少なく、家では兄
弟がいて落ちついてできない子など、集中して学習に
取り組める場がない人もいます。市内の公民館や図書
館にいくつか設けられていますが、充分に環境が整っ
ていないところもあります。これらの理由から、私は
袖ケ浦市に自習スペースがもっと増えて欲しいと思い
ます。

僕たちの希望は、平岡小学校
や平岡地区が、豊かな環境の中
で、たくさんの動植物やホタル
と触れあえる場所であり続けて
ほしいです。

学校については、ＩＣＴ化が進むと楽しくなると思
います。黒板がタブレットになれば勉強がわかりやす
くなるし、お掃除ロボがあれば休み時間が増えると思
います。あと、平岡小は校舎からグラウンドが遠いので、
校舎の横に全天候型の芝生のグラウンドを作り、地域
の人たちと一緒に使えるようにしたいです。平岡小は
学区がとても広いため、子ども専用のスクールモノレー
ルを作れないでしょうか。

最後に、温泉を掘り当てて、先生方や地域の人たち
にゆっくりしてもらいたいです。

ぼくは、袖ケ浦市の住人が地
域活動にあまり参加していない
ことを聞きました。それは、参
加のきっかけになるような情報
が少ないからだと考えました。

調べれば、色々な活動があることがわかりましたが、
自分から時間をかけて調べないとわかりませんでした。
情報を広く届けるには、ＨＰやＳＮＳ、掲示板を有効
活用することがよいと考えます。掲示板を見ても、二ヶ
月前の情報のままになっているところがあったので、
最新の情報を発信することで見る人が増えると思いま
す。袖ケ浦市のＨＰやＳＮＳなどが推進されたら、ぼ
くも友達や家族に紹介し、広めていきます。

ぼくの将来の夢は、プロバス
ケ選手です。なぜ、プロバスケ
選手になりたいと思ったかとい
うと、プロになって、世界の人
達にバスケのおもしろさや楽し

さを伝えたいと思ったからです。袖ケ浦市には、屋外
で自由に使えるバスケットコートがありません。屋外
にバスケットコートがあったら、色々な人とふれあう
ことができるため、袖ケ浦市に自由に使える屋外バス
ケットコートを作ってほしいです。バスケットコート
以外にも、小さい子から高齢者までの人が楽しめる場
所があったら良いと思います。みんなが楽しく元気に
生活ができる袖ケ浦市になってほしいです。

袖ケ浦市では、プラスチック
ごみ専用の処理場などは作られ
ておらず、プラスチックは、燃
えるごみとして出しています。
ごみを燃やすと二酸化炭素は増

え、地球温暖化に繋がり環境によくありません。また、
燃やして出た灰をうめたてる土地もいつかは足りなく
なります。プラスチックごみ専用のごみ処理場を作り、
燃えるごみを減らしていく必要があると考えます。

ごみを減らすため私たちが今できることは、ごみを分
別したり、物を大切にしたり、ポイ捨てをしないように
することです。それらの取り組みをして、資源を大切に
し、環境を守っていきたいです。そうすることで、環境
に優しい袖ケ浦市にすることができると考えました。

私は、12年前に東日本大震災
を経験し、避難を重ねて福島から
袖ケ浦市へ引っ越してきました。
当時、幼かった私は母に守っても
らうことができましたが、私の兄

は小学校一年生で、震災発生時は一人で下校している
時でした。激しい揺れに恐怖で何もできずガードレール
に頭をぶつけて泣いている所を偶然気付いてくれた方
が助けてくれたそうです。

こうした経験から、私は、袖ケ浦市での登下校中の
避難訓練の実施を提案したいと考えています。時間や
場所に限らず、一人ひとりが自分の身をしっかりと守
るために訓練を重ねて、安心・安全な袖ケ浦市をみん
なの力で創っていきたいです。

安心・安全な街づくり広めよう
袖ケ浦市のよいところ
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このたびの「子ども議会」では、子ども議員から、
市政に関するたくさんの質問やご意見をいただくこ
とができました。また、今回の子ども議会の発表
を受けて、昭和中学校 笠木莉音さんの提案を基に、
登校時の避難訓練を関東大震災から100年の節目で
ある令和５年９月１日（防災の日）に行っています。
子ども議会に参加したことで、皆さんがこれから一
層市政に興味を持ち、積極的に地域に関わっていく
きっかけとなることを期待しております。

今後も、袖ケ浦市議会として、若者の声を市政に反
映させることができるよう取り組んでまいります。

歩道を広くしたり、歩道に出
ている木を伐採したり、信号や
街灯を増やすことで、年齢・性別・
身体的差異に関わらず安心して
生活できるようになってほしい

です。私たちが住んでいる袖ケ浦も、マイノリティの
意見に耳を傾け、バランスの良い社会になると良いと
思います。

施設が古くなっていると感じている同級生が多い中
で、特にトイレは使用しづらいとの声がありました。
和式・洋式の実用性を調べてみると、和式は掃除がし
やすいなどの衛生面や費用面ではプラスな面がありま
すが、家庭でも洋式のトイレが多いので、衛生面や費
用面を考えても使いやすい洋式トイレが学校に普及し
ていくと良いのではないかと思います。

平川中は一昨年度から生徒会
でＳＤＧｓに取り組んでいます。
例えば、フードドライブや、未
使用年賀はがきの回収です。生
徒会で取り組むことで、社会に

貢献することができるだけでなく、ＳＤＧｓについて
知ることができ、知識が増えました。

この経験から、袖ケ浦市民の方々が手軽にＳＤＧｓ
を知ることができたり、一緒になって取り組む活動が
できたりしたら良いなと思います。そうなることで、
日本だけでなく、世界に貢献できる袖ケ浦市になると
思います。

私は、「私とあまり年齢が変わ
らない子ども達みんなが、どうし
て私たちと同じ小・中学校で教育
を受けることができないのか」と
思うことがあります。また、「障

がいを持った子ども達を受け入れてくれる施設が少な
い」という話も聞いたことがあります。

これからの袖ケ浦は、障がいも含めた人それぞれの個
性を認めあい、誰もが当たり前に平等で支えあいながら
暮らしていけるまちにしていきたいです。そうすれば、
袖ケ浦は誰もが住みやすく幸せに暮らせるまちになって
いくと思います。誰にでも優しい袖ケ浦。さまざまな人
が分け隔てなく笑顔で暮らせる共生社会が実現される
ふるさとであって欲しいと願っています。

私だけでなく、私の周りにも体
を鍛えたいという中学生はたくさ
んいます。袖ケ浦市は、スポーツ
施設が充実していますが、私たち
中学生が気軽に、楽しく運動でき

る場がもっとあれば良いなと思います。
また、私の住む蔵波地区は子どもが急激に増えていま

すが、住宅街の中にポツンポツンと小さい公園があるだ
けで、ボール遊びなど思い切りできる場所が少ないなと
感じています。

ぜひ、子どもたちが安心安全に思い切り運動できる場
所を増やしていただきたいと思います。

子どもたちが
運動できる環境について世界に羽ばたく袖ケ浦市
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みんながもっと
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こんなことが決まりました
９月定例会　会 期 ９月１日～９月27日　27日間

条例の一部改正…………… 2件

令和５年度補正予算……… 5件

人事案件…………………… 1件

令和４年度決算の認定…… 2件

諮　問……………………… 2件

合　計　12件　　その他　報告５件

今号では
この中から
1つを
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▲議案等資料はこちらから
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決算審査特別委員会では、市民のみなさんが納めた税金がどのように使われたか
審議を行いました。

歳　入（収入） 対前年度
増減率 歳　出（支出） 対前年度

増減率

一 般 会 計 313億 27万円 －0.9％ 301億 1,911万円 －1.1％

特 別 会 計

国民健康保険 61億 3,628万円 －1.1% 60億 9,910万円 －0.9%

後期高齢者医療 7億 7,872万円 7.1% 7億 7,244万円 6.9%

介護保険 44億 9,791万円 1.8% 44億    697万円 1.5%

下水道事業会計

収益的収支 18億 1,228万円 1.3% 16億 3,610万円 2.1％

資本的収支 3億 3,336万円 －8.2% 8億 4,216万円 6.8％

令和４年度　各会計決算状況

令 和 ４ 年 度 決 算

税金の使い方をチェックしました □

市税
47.9%

民生費
35.7％

教育費
9.6％

衛生費
12.7％ 総務費

19.9％

土木費
7.4％

農林水産業費 2.0％

消防費 4.3％
商工費 2.0％

議会費 0.9％
その他 0.0％

自主財源
60.2％

依存財源
39.8％

繰入金 3.6％諸収入 2.1％
使用料及び手数料 1.4％
その他の自主財源 1.6％

県支出金
6.1％

国庫支出金
17.2％

市債
8.5％

地方譲与税 1.3％
地方消費税交付金 5.0％

その他の依存財源 1.8％

公債費 5.5％

繰越金 3.6％

一般会計歳入 一般会計歳出

※単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。
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決 算 討 論
光熱費他物価高やコロナ対策継続など制約の中、
主な施策を評価
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者
医
療
で
は
、
徴
収

し
た
保
険
料
や
保
険
料
の
軽
減
に

伴
う
負
担
分
を
後
期
高
齢
者
医
療

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
窓
口
で

10
割
自
己
負
担
に
な
る
資
格
証
の

交
付
は
、
体
調
が
悪
化
し
て
も
医

療
機
関
に
行
け
な
く
す
る
受
診
抑

制
に
な
り
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
交
付
と
り
や
め
を
強

く
求
め
る
も
の
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
75
歳

以
上
を
対
象
と
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
、
短
期
被
保
険
者
証

を
発
行
す
る
こ
と
は
中
止
し
、
ま

た
75
歳
と
い
う
年
齢
で
区
切
る
後

業
」、
子
育
て
・
教
育
に
お
い
て

は
「
蔵
波
小
学
校
増
築
の
設
計
」、

「
小
学
校
環
境
整
備
事
業
」、
産
業

振
興
に
お
い
て
は
「
企
業
等
振
興

支
援
事
業
」
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
も
と
高

齢
化
が
進
み
民
生
費
が
増
加
し
て

財
政
が
逼
迫
し
て
い
く
中
、
市
税

の
増
加
を
図
り
、
歳
出
削
減
に
努

め
、
主
要
施
策
を
行
っ
て
い
る
点

を
鑑
み
、
賛
成
し
ま
す
。

撤
回
し
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
よ
る
分
別
回
収
の
実
施
で
環
境
保

全
と
ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
べ
き

で
す
。
経
済
状
況
に
よ
り
、
家
庭
で
の

Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
環
境
が
整
え
ら
れ
な
い

世
帯
へ
の
措
置
が
令
和
４
年
度
に
お

い
て
行
え
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
要

保
護
及
び
準
要
保
護
に
よ
る
支
援
措

置
を
講
じ
る
な
ど
、
市
と
し
て
ど
の

児
童
生
徒
に
対
し
て
も
格
差
の
生
じ

な
い
柔
軟
な
措
置
を
実
施
す
べ
き
で

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

〈
一
般
会
計
〉

〈
特
別
会
計
〉

認定

各
会
計
と
も

適
正
な
事
業
執
行
と
評
価

介
護
保
険
事
業
所
の
実
態
把
握
と

抜
本
的
な
介
護
保
険
制
度
改
定
を

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
あ
り
方
は

改
め
る
べ
き
で
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
の
中
、
全
国
的
に
も
介
護
保

険
事
業
所
の
倒
産
が
相
次
い
で
い

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
事
業
所
の
実
態
を
把
握
し
、

適
切
な
介
護
報
酬
を
提
供
し
て
、

介
護
ケ
ア
労
働
者
の
確
保
を
安
定

化
す
る
施
策
を
講
じ
る
抜
本
的
な

介
護
保
険
制
度
改
定
を
求
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

広
域
連
合
へ
適
正
に
納
付
し
た
も

の
で
あ
り
、
適
切
に
執
行
さ
れ
た

も
の
と
考
え
賛
成
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
着
実
に

事
業
を
進
め
て
お
り
、
介
護
予
防
、

生
活
支
援
の
ほ
か
総
合
相
談
や
権

利
擁
護
支
援
、
在
宅
医
療
や
介
護

連
携
の
体
制
づ
く
り
、
支
援
が
必

要
な
方
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
取
組
が
行

わ
れ
た
も
の
と
考
え
賛
成
し
ま
す
。
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令
和
４
年
度
総
括

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
や
物
価
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
中
で
、
税
収
が
全
体
的
に
増
と

な
っ
て
い
る
要
因
は
。

企
業
業
績
の
回
復
等
が
市
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
、
前
年
度
を
上

回
る
決
算
額
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

支
援
事
業

Ｒ
４
年
10
月
に
長
浦
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
構
成
団
体
に
は

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
か
。

地
区
住
民
会
議
の
ほ
か
各
構
成
団
体
に
説

明
を
行
い
ま
し
た
が
、
関
係
団
体
に
認
識
が

広
が
り
き
ら
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
課
題

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
で
き
る
だ
け
各

団
体
と
お
話
し
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

Ｒ
４
年
度
に
お
け
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
状
況
は
。

１
万
６
，
１
１
８
枚
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

年
度
末
時
点
の
累
計
交
付
数
は
４
万
３
，

８
０
２
枚
、
交
付
枚
数
率
は
66
．
59
％
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
返
還
は
あ
っ
た
か
。

現
在
ま
で
で
８
名
か
ら
返
還
申
出
が
あ
り

ま
し
た
。

シ
ー
券
を
１
万
５
，
８
６
６
枚
交
付
し
て
い

る
が
、
実
際
に
利
用
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
券
は

何
枚
か
。

利
用
枚
数
は
６
，
５
８
５
枚
で
、
利
用
率

は
69
％
程
度
で
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
に
つ
い
て

受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

大
腸
が
ん
検
診
以
外
は
予
約
制
に
変
更
し

た
と
こ
ろ
、
効
率
的
に
検
診
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
待
ち
時
間
の
短
縮
に
も
繋
が
り
ま

し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
で
き
な
い
方
に

向
け
た
対
応
は
。

電
話
で
予
約
で
き
る
枠
数
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
先
行
し
て

開
始
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

だ
け
で
予
約
枠
が
埋
ま
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進ウ

ェ
ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
掲
出
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
見
込
ん

だ
か
。

対
象
は
、
住
宅
購
入
を
考
え
て
い
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
、
子
育
て
世
帯
と
し
ま
し
た
。
東

京
湾
岸
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
の
方
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
広
告
を
出
し
て
お
り
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
総
点
検
の
状
況
は
。

調
査
の
結
果
、
手
続
き
上
の

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
く
や
み
窓
口
の
利
用
状
況

お
く
や
み
窓
口
利
用
者
の
満
足
度
は
把
握

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
利
用
者
へ
の
周
知
方

法
は
。

Ｒ
４
年
度
に
57
件
の
利
用
が
あ
り
、
利

用
者
か
ら
は
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
死
亡
届
受
付
の
際
に
案
内
す
る
ほ
か
、

Ｈ
Ｐ
で
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

Ｒ
４
年
度
か
ら
、
助
成
対
象
が
「
75
歳
以

上
の
み
で
構
成
さ
れ
る
非
課
税
世
帯
」か
ら
、

「
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
非
課

税
世
帯
に
属
す
る
75
歳
以
上
の
方
」
に
拡
大

し
た
。
今
後
、
助
成
対
象
を
「
非
課
税
世
帯

か
つ
75
歳
以
上
」
に
見
直
し
す
る
考
え
は
な

い
か
。

対
象
世
帯
の
構
成
員
の
状
況
を
把
握
し
、

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

対
象
者
２
，
２
６
２
人
に
対
し
て
、
タ
ク

お
金
の

使
い
道
を

令和
４年度
決算

チ
ェッ
ク

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
市
の
取
組
み
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

まちづくり協議会（イルミネーション）
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火
葬
場
整
備
事
業

Ｒ
４
年
12
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
た
、
き

み
さ
ら
ず
聖
苑
の
利
用
状
況・料
金
体
系
は
。

Ｒ
４
年
12
月
１
日
か
ら
Ｒ
５
年
３
月
末
ま

で
で
、袖
ケ
浦
市
の
利
用
は
２
１
９
件
で
す
。

な
お
、
４
市
全
体
の
利
用
は
１
，
５
４
９

件
、
利
用
割
合
は
14
．

７
％
で
す
。
利
用
料

金
に
つ
い
て
は
、
４

市
一
律
で
大
人
１
２
，

０
０
０
円
で
す
。

ご
み
の
資
源
化
推
進

回
収
用
の
籠
や
網
な
ど
の
設
置
ス
ペ
ー

ス
が
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
資
源
回
収
を
実

施
し
て
い
な
い
自
治
会
も
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
市
の
対
応
状
況
は
。

未
実
施
の
自
治
会
に
対
し
て
は
、
回
覧
を

送
付
す
る
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の

資
源
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
回
覧
や
出

前
講
座
等
に
よ
り
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

排
出
量
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
前
年

度
よ
り
０
．
７
％
下
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
。

Ｋ
Ｃ
Ｓ
に
搬
入
す
る
ご
み
の
量
が
減
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
ご
み
か
ら
再
資
源
化
す
る
ス

ラ
グ
と
メ
タ
ル
の
量
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
、
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
下
が
っ
て
い

ま
す
。

空
家
等
に
関
す
る
対
策

危
険
な
状
態
の
空
家
に
対
す
る
指
導
等
は

行
っ
て
い
る
か
。　

所
有
者
や
相
続
人
に
対
し
、
適
正
な
維
持

管
理
を
求
め
て
い
ま
す
。

蔵
波
ビ
ル
解
体
の
行
政
代
執
行
に
伴
い
、

４
６
６
万
５
，
０
０
０
円
を
国
に
返
還
し
て

い
る
が
、
そ
の
経
緯
は
。　

Ｒ
３
年
10
月
に
、
蔵
波
ビ
ル
解
体
の
行
政

執
行
の
宣
言
を
行
い
、
Ｒ
４
年
２
月
に
解
体

が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ビ
ル
所
有
者

か
ら
解
体
費
用
が
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
国
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
所

有
者
本
人
か
ら
解
体
費
用
約
３
，
３
０
０
万

円
が
全
額
支
払
わ
れ
た
た
め
、
国
の
補
助
金

４
６
６
万
５
，
０
０
０
円
を
返
還
し
た
も
の

で
す
。

火
災
予
防
の
啓
発

高
齢
者
住
宅
防
火
診
断
の
結
果
、
特
に
指

摘
し
た
事
項
は
。

台
所
周
り
の
整
頓
や
、
タ
コ
足
配
線
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
未
設
置
の
世
帯
に
対
し

て
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

防
火
指
導
回
数
及
び
指
導
内
容
は
。　

防
火
指
導
回
数
は
62
件
で
指
導
内
容
に
つ

い
て
は
、
地
震
や
火
災
を
想
定
し
、
１
１
９

番
の
通
報
時
の
手
順
を
指
導
す
る
通
報
訓

練
、
水
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火
の
訓

練
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
た
避
難
誘
導

訓
練
等
を
主
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行

部
活
動
の
地
域
移
行
の
状
況
は
。　

Ｒ
４
年
度
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
協
力

の
も
と
、
６
種
目
の
試
行
活
動
と
関
係
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
成
果
と

課
題
を
も
と
に
地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

持
っ
て
い
る
方
の
人
数
は
何
人
か
。

累
計
で
９
，
６
５
４
人
で
す
。

Ｒ
４
年
度
末
の
要
介
護
認
定
者
数
は
２
，

７
１
４
名
だ
が
、
被
保
険
者
数
は
何
名
か
。

第
１
号
被
保
険
者
数
は
１
万
７
，
６
９
３

人
で
す
。
な
お
、
認
定
者
数
の
う
ち
第
２
号

被
保
険
者
は
65
名
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
工
事
の
状
況

は
。公

共
下
水
道
区
域
の
中
に
避
難
所
が
18
箇

所
あ
り
、
そ
の
う
ち
15
箇
所
の
整
備
工
事
が

終
了
し
て
い
ま
す
。
Ｒ
５
年
度
中
に
計
画
し

て
い
る
16
箇
所
の
設
置
が
完
了
す
る
見
込
み

で
す
。

【
特
別
会
計
】

【
特
別
会
計
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

短
期
証
及
び
資
格
証
の
発
行
状
況
、
滞
納

者
へ
の
対
応
は
。

Ｒ
４
年
８
月
の
更
新
時
に
は
、
短
期
証
を

３
９
２
世
帯
、
資
格
証
を
78
世
帯
発
行
し
て

い
ま
す
。
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
短

期
証
は
、
滞
納
し
て
い
る
期
間
が
１
年
に
満

た
な
い
未
納
が
あ
る
者
、
資
格
証
は
１
年
を

超
え
る
未
納
が
あ
る
者
に
交
付
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
災
害
や
世
帯
主
や
家
族
の
病

気
、
事
業
の
廃
止
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
、
18
歳
未
満
の
者
、
分
納
を
行
っ
て
い

る
場
合
な
ど
は
短
期
証
の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

市
内
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
格
を

決算審査特別委員会
委 員 長 村田　　稔

副委員長 木村　淑子

委　　員 佐藤　博文　　伊東　章良
伊藤　　啓　　湯浅　　榮
根本　駿輔　　佐藤　麗子
笹生　　猛　　篠﨑　典之

※そのほかの質疑については、後日ホームページで会議録を閲覧できますので、ぜひご覧ください。

きみさらず聖苑
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11
人
が

市
政
を
問
う

令和５年９月定例会の議決結果
９月定例会において議案８件、認定２件、諮問２件が審議されました。賛否が分かれた案件は下記のとおりです。

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。　◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～について』は省略表示してあります。

◆賛否が分かれた案件◆ ○＝賛成　●＝反対

議　案　等
議
決
結
果

付
託
委
員
会

佐
藤　

博
文

伊
東　

章
良

木
村　

淑
子

稲
毛　

茂
徳

伊
藤
　

啓

湯
浅
　

榮

根
本　

駿
輔

山
口　
　

進

村
田　
　

稔

山
下　

信
司

在
原　

直
樹

小
国　
　

勇

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

吉
岡　

淳
一

励
波　

久
子

佐
藤　

麗
子

笹
生　
　

猛

榎
本 

雅
司（
議長
）

塚
本　

幸
子

篠
﨑　

典
之

農業委員会委員の任命 同意 省
略 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇

令和４年度一般会計及び
各特別会計歳入歳出決算
の認定

認定 決
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 － 〇 ●

◆全会一致で原案可決・認定・同意された議案等10件◆
詳細は袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、
議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ　https://www.city.sodegaura.lg.jp/
　議会事務局　☎0438(62)3450 ▲議決結果はこちらから

　
袖
ケ
浦
市
農
業
委
員
会
委
員
小
倉
哲
也
氏
が
令
和

４
年
５
月
９
日
を
も
っ
て
辞
任
し
た
た
め
、
新
た
に

髙
橋
広
幸
氏
を
農
業
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
議
案

が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
同
意
と
な
り

ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年
９
月
27
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

平
成
16
年
よ
り
本
市

で
の
就
農
の
実
績
が
あ

り
、
農
業
委
員
会
法
が

定
め
る
「
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
項
に
関
し
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
」、

そ
し
て
農
業
委
員
会
制
度
で
想
定
さ
れ

て
い
る
「
区
域
内
で
農
業
経
営
を
行
っ

て
い
る
者
や
当
該
区
域
の
農
業
事
情
に

詳
し
い
者
等
」
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
既
に
市
の
職
員
の

立
場
を
退
い
て
お
り
、直
ち
に
公
平
性・

中
立
性
が
失
わ
れ
る
利
害
関
係
を
有
し

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の
選
任
経
緯

に
つ
い
て
も
地
元
地
域
か
ら
深
い
信
頼

を
得
て
推
挙
さ
れ
た
正
当
な
も
の
で
あ

る
と
考
え
、
賛
成
し
ま
す
。

賛成
討論

　

今
回
の
人
事
案
件
を

鑑
み
る
に
、「
候
補
者
評

価
委
員
会
」
で
の
全
会

一
致
を
受
け
て
推
薦
さ
れ
た
も
の
で
尊

重
す
べ
き
案
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、
候

補
者
は
長
き
に
わ
た
り
袖
ケ
浦
市
に
奉

職
し
、
そ
の
間
農
業
セ
ン
タ
ー
長
を
務

め
ら
れ
、
環
境
経
済
部
長
の
要
職
を
歴

任
、
自
ら
２
４
０
ア
ー
ル
を
耕
作
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
農
業
関
係
者
と
の

人
的
つ
な
が
り
も
強
い
も
の
が
あ
る
と

感
じ
ら
れ
ま
す
。
農
業
行
政
の
知
見
は

認
め
る
も
の
の
、
農
業
関
係
者
が
ほ
ぼ

全
員
を
占
め
る
委
員
会
に
お
い
て
、
農

業
行
政
に
関
す
る
議
決
事
項
で
透
明
、

公
正
な
判
断
が
期
待
で
き
る
の
か
疑
問

が
あ
る
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

反対
討論

髙
橋
　
広
幸 

氏

新任
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各議員のＱＲコードから一般質問の映像が
閲覧できます。会議録は市議会ホームページのほか、

中央図書館、長浦おかのうえ図書館でも閲覧できます。

11
人
が

市
政
を
問
う

一般質問とは、
皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

議員が市長などに考えを聞くものです。
議員本人がＱ＆Ａを要約し作成した原稿を

質問者順に掲載しています。
未掲載の内容も含め、一般質問の様子を

ホームページで録画配信中ですのでご覧ください。
会議録は12月頃に掲載予定です。

袖ケ浦市議会 検索
会 議 録 は こ ち ら か ら ▶

一
般
質
問

Q
A

チャットGPTの活用に際し、
条例化をすべき
市ガイドラインを策定しているため、
条例化は考えていません

ご
み
資
源
化
の
計
画
を
問
う

生
ご
み
・
汚
泥
も
炭
化
す
れ
ば
燃
料
と

な
る
が
、
資
源
化
の
考
え
は
あ
る
か
。

溶
融
処
理
の
過
程
で
生
じ
る
ス
ラ
グ
等

の
活
用
に
よ
る
資
源
化
を
図
る
計
画
で
す
。

ご
み
処
理
施
設
は
シ
ャ
フ
ト
炉
式
を
計

画
す
る
が
、
変
更
は
な
い
か
。

コ
ー
ク
ス
使
用
料
を
２
分
の
１
と
す
る

こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
都
市
ガ
ス
と

は
何
か
。

天
然
ガ
ス
の
採
掘
か
ら
燃
焼
に
至
る
工

程
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
森
林
保

全
等
で
吸
収
す
る
天
然
ガ
ス
の
こ
と
で
す
。

温
暖
化
防
止
は
、
オ
ー
ル
袖
ケ
浦
市
で

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か

温
暖
化
防
止
は
一
企
業
と
の
取
組
で
は

な
く
、
全
市
で
取
り
組
む
べ
き
だ
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
活
動
を

総
合
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
未
知
の
世
界
、

期
待
と
共
に
不
安
、
活
用
の
条
例
化

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
市
民
情
報
の
漏
洩
の
恐

れ
、
著
作
権
の
侵
害
、
虚
偽
の
発
信
な
ど

市
民
生
活
を
侵
害
す
る
危
険
が
あ
る
。
庁

内
の
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
活
用
に
あ
た

り
条
例
化
が
必
要
だ
。

活
用
の
実
証
実
験
に
あ
た
り
、
職
員
が

適
切
に
利
用
す
る
た
め
個
人
情
報
の
保
護

や
著
作
権
な
ど
、
個
人
の
権
利
を
侵
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
暫
定
版
の
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

条
例
化
は
現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
現
場
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
に
お
い
て
文
部
科
学
省
よ
り

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る
暫
定
的
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
子
ど
も
の
思
考
力
、

感
性
や
独
創
性
が
伸
び
る
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質問項目

吉
よし

岡
おか

 淳
じゅん

一
いち

議員

◦温暖化対策について
◦ＡＩ（人工知能）について
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マ
イ
ナ
カ
ー
ド
不
安
払
拭
の
対
応

誤
り
や
人
為
的
ミ
ス
を
防
ぐ
取
組
は
。

通
常
は
情
報
シ
ス
テ
ム
の
一
元
的
管
理

で
自
動
入
力
。
手
入
力
時
は
複
数
で
確
認
。

国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
な
ど

の
紐
づ
け
は
正
確
で
、
誤
り
は
な
い
か
。

情
報
の
誤
り
は
な
い
と
認
識
し
て
ま
す
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
の
電
子
申
請
が
拡
大

さ
れ
便
利
に
な
っ
た
が
、
現
状
を
伺
う
。

窓
口
や
郵
送
で
行
わ
れ
て
い
た
21
の
手

続
き
が
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

来
庁
が
困
難
な
方
、
施
設
入
所
の
方
へ

の
申
請
対
応
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
加
え
、
施
設
入
所
の
方
な

ど
を
対
象
に
申
請
し
や
す
い
出
張
受
付
な

ど
の
体
制
を
整
え
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

市
独
自
の
利
活
用
が
必
要
と
考
え
る
が
。

先
進
自
治
体
を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

空
家
対
策
に
つ
い
て

連
絡
が
取
れ
な
い
、
改
善
が
図
ら
れ
な

い
所
有
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

現
地
調
査
や
聞
き
取
り
、
登
記
簿
、
庁

内
関
係
課
で
情
報
収
集
を
行
い
把
握
に
努

め
、
通
知
や
電
話
で
の
対
応
を
重
ね
ま
す
。

空
き
家
に
な
る
前
に
「
住
ま
い
の
終
活
」

な
ど
へ
の
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
。

先
進
事
例
を
参
考
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
推
進
・
認
知
症
基
本
法

計
画
策
定
に
は
認
知
症
の
方
、
ご
家
族

の
意
見
を
聴
き
、
反
映
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。
体
制
を
ど
の
様
に
整
え
る
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各
種
事
業
等
で
意

見
を
お
聞
き
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

こ
の
計
画
は
企
業
や
地
域
の
協
力
で
社

会
参
加
も
促
す
。
本
市
の
取
組
は
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
等
へ
の
認
知
症
理
解

の
取
組
と
新
た
な
視
点
を
盛
り
込
み
、
推

進
に
努
め
ま
す
。

Q
A

マイナンバーカードへの
不安払拭と本市の状況は
国の総点検にて紐づけ作業なども含
め適切であり、本市は追加調査不要

Q
A

代宿交差点の冠水対策は

改良型集水桝の追加設置やごみ等に
よる閉塞を減らす措置を検討します

平
和
に
関
す
る
取
組
を
伺
う

原
爆
関
連
の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
方
法
を

検
討
し
な
い
か
。

案
内
表
示
の
設
置
や
、
市
民
の
戦
争
体

験
記
や
写
真
等
、
パ
ネ
ル
だ
け
で
は
な
い

展
示
と
な
る
よ
う
工
夫
し
ま
す
。

本
市
Ｈ
Ｐ
の
平
和
行
政
の
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
掲
載
内
容
を
検
討
し
な
い
か
。

パ
ネ
ル
展
の
様
子
や
、「
広
島
」「
長
崎
」

の
Ｈ
Ｐ
へ
の
リ
ン
ク
、
平
和
首
長
会
議
の

「
平
和
な
ま
ち
」
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

等
、
掲
載
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

広
島
・
長
崎
の
平
和
式
典
に
中
高
生
の

代
表
を
派
遣
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

派
遣
で
き
な
い
と
し
て
も
、
折
り
鶴
を
送

る
こ
と
で
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

検
討
し
な
い
か
。

平
和
教
育
意
識
づ
け
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
各
学
校
に
連
絡
・
周
知
し
ま
す
。

花
川
橋
交
差
点
の
信
号
機
は

従
来
の
信
号
機
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
多

く
の
要
望
が
あ
る
。
本
市
の
対
応
は
。

市
長
自
ら
、
警
察
署
長
や
県
知
事
に
安

全
対
策
を
要
望
し
ま
し
た
。
本
年
６
月
に

は
関
係
各
所
と
共
同
現
地
診
断
を
実
施
。

10
月
に
合
同
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

見
通
し
を
良
く
す
る
た
め
に
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
を
し
な
い
か
。

県
に
要
望
し
ま
し
た
が
、
設
置
ス
ペ
ー

ス
が
少
な
い
こ
と
か
ら
設
置
困
難
と
の
こ

と
で
す
。

袖
ケ
浦
姉
崎
停
車
場
線
の
法
面
は

県
道
袖
ケ
浦
姉
崎
停
車
場
線
の
今
井
付

近
か
ら
長
浦
駅
前
の
法
面
全
体
の
補
強
を

県
に
要
望
し
な
い
か
。

県
は
法
面
の
急
傾
斜
地
の
点
検
を
毎
年

実
施
、
豪
雨
の
際
に
は
状
況
確
認
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
市
も
パ
ト
ロ
ー
ル
や
安
全

確
保
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

木
き

村
むら

 淑
よし

子
こ

議員
公明党

◦袖ケ浦市の平和事業について
◦道路・交通環境の改善について

質問項目

緒
お

方
がた

 妙
たえ

子
こ

議員
公明党

◦マイナンバーカードの不安払拭対応と活用につ
いて

◦空家の管理について
◦共生社会を推進する「認知症基本法」について

質問項目
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Q
A

孤立死を防ぎ、
死後の準備を生前に
エンディングノートの活用を勧めて
います

65
歳
以
上
の
５
人
に
ひ
と
り
は

一
人
暮
ら
し

孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
は
。

生
前
に
社
会
か
ら
孤
立
し
な
い
よ
う
に
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
実
施
し

て
い
る
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
や
独
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
へ
の
見
守
り
訪
問
事
業
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
独
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
緊
急
時
の
支
援
に
つ
な
げ
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

終
活
に
お
い
て
市
の
行
っ
て
い
る
事
は
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
本
人
に
何
か

あ
っ
た
と
き
、
家
族
な
ど
に
様
々
な
判
断

や
手
続
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な

情
報
、
そ
し
て
本
人
の
希
望
を
記
し
た
も

の
で
す
。
記
入
さ
れ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
は
、
家
族
、
友
人
な
ど
に
預
け
て

お
く
こ
と
が
多
く
、
家
族
等
が
い
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
死
後
事
務
委
任
な
ど
の
手

続
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
に
書
い
た
こ
と
の
内
容
が
効
果
を

発
揮
で
き
ま
す
。

異
次
元
の
少
子
化
対
策
の
一
貫

産
後
ケ
ア
の
現
状
は
。

市
で
は
出
産
後
４
か
月
ま
で
の
産
婦
を

対
象
に
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー

ト
等
を
目
的
と
し
て
短
期
入
所
型
及
び
通

所
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
、
産
後
１
年
未

満
の
産
婦
を
対
象
と
す
る
居
宅
訪
問
型
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

産
後
ケ
ア
の
内
容
は
。
自
己
負
担
額
は
、

全
額
国
と
市
で
負
担
す
べ
き
で
な
い
か
。

専
門
的
知
識
を
有
す
る
助
産
師
や
保
健

師
ま
た
は
看
護
師
に
よ
り
授
乳
や
沐
浴
方

法
の
指
導
、
発
育
の
確
認
の
ほ
か
子
育
て

や
生
活
の
仕
方
に
関
す
る
相
談
等
に
よ
る

産
婦
の
心
理
的
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
等

を
参
考
に
調
査
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

湯
ゆ

浅
あさ

　榮
さかえ

議員
清風会

◦身寄りのない人の死亡について
◦産後ケアについて

質問項目

駅
と
東
横
田
駅
を
統
合
し
て
一
つ
に
集
約

し
、
平
川
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
軸
に

し
な
い
か
伺
う
。

今
回
の
駅
統
合
に
関
す
る
ご
提
案
は
、平

川
地
区
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の
も

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、今
後
、地
域
の
方
々
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、今
回
の
ご
提
案
も
含

め
平
川
地
区
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

地
域
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
川
地
区
に
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
を
検
討
し
な
い
か

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
の
横
田
駅
周
辺
に
交
通

結
節
点
の
一
翼
を
担
う
高
速
バ
ス
路
線
の

新
規
開
設
を
検
討
し
な
い
か
伺
う
。

高
速
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
運
行
で
あ
る
た
め
、
利
用
者

が
見
込
め
る
か
、
収
益
性
が
確
保
で
き
る

か
な
ど
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
と
と
も
に
昨
今
の
運
転
手
不
足
な
ど
の

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
課
題
等

と
と
も
に
利
便
性
向
上
に
向
け
、
運
行
事

業
者
と
路
線
開
設
の
可
能
性
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q
A

久留里線の存廃について
市としての意向は
今後も路線維持のため、利用促進に
資する取組を継続的に行います

平
川
地
区
の
公
共
交
通
の

現
状
と
課
題
、
そ
の
取
組
は

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
市
が
主
体
と

な
り
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

路
線
バ
ス
の
役
割
と
そ
れ
を
補
う
新
た

な
交
通
手
段
の
役
割
を
明
確
に
し
、
地
域

の
声
を
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
地
域

特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

久
留
里
線
の
活
性
化
に
つ
い
て

久
留
里
線
の
本
市
域
の
駅
で
あ
る
横
田

伊
い

藤
とう

　啓
さとる

議員
清風会

◦平川地区の公共交通及び移動
手段の確保について

質問項目
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「
主
権
者
教
育
」と「
若
者
の
政
治
参
加
」

と
し
て
の
子
ど
も
議
会

袖
ケ
浦
市
子
ど
も
議
会
の
成
り
立
ち
と

概
要
は
。

新
し
い
市
議
会
議
場
で
の
メ
モ
リ
ア
ル

ス
ピ
ー
チ
の
機
会
は
、
貴
重
な
学
習
発
表

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
政
治
の
働
き
や
地

方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
、
自
治
意
識
の

育
成
を
目
標
と
す
る
学
習
に
つ
な
げ
ら
れ

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

今
回
の
子
ど
も
議
会
、
教
育
上
の
話
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
の
質
問
の
た
め
に
学

習
指
導
要
領
を
熟
読
し
た
。
こ
の
中
で「
公

民
と
し
て
の
資
質
を
高
め
る
」
と
こ
ろ
に

力
点
が
あ
る
と
感
じ
た
。
指
導
要
領
改
訂

は
ど
う
授
業
等
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

グ
ル
ー
プ
等
で
話
し
合
い
、
学
習
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
だ
け
で
は
気
づ

か
な
い
、
発
見
や
新
た
な
る
疑
問
が
生
ま

れ
、
深
い
学
び
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
で
目
指
す
学
習
内
容
等

を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
な
ぜ
子
ど
も
議
会

が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。

子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
世
界
を
見
つ
め

直
す
こ
と
で
社
会
性
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
実
現

を
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
議
会
の
継
続
的
実
施
を
！

若
者
が
自
ら
の
思
い
を
表
現
し
た
こ
と

を
大
人
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
が
大
切
。

教
育
の
一
環
を
社
会
に
つ
な
げ
、
構
造
を

つ
く
る
の
が
、
大
人
た
ち
の
役
目
。
こ
れ
が

主
権
者
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

子
ど
も
議
会
を
一
過
性
の
も
の
に
し
な

い
た
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
か
な
い

か
、
市
長
に
伺
う
。

学
校
や
児
童
生
徒
の
御
理
解
と
お
力
が

な
い
と
で
き
な
い
の
で
す
が
、
継
続
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

９
．
８
４
％
の
値
上
げ
。
補
助
金
を
大

幅
に
増
や
し
値
上
げ
を
回
避
し
な
い
か
。

計
画
時
の
改
定
幅
に
収
め
る
の
が
妥
当

と
考
え
て
い
ま
す
。

１
％
の
子
ど
も
を
救
え
な
い
の
か

家
庭
の
Ｗ
ｉ
─
Ｆ
ｉ
環
境
の
状
況
は
。

小
学
校
で
全
体
の
99
．
１
％
、
中
学
校

で
99
％
の
児
童
等
が
接
続
で
き
ま
す
。

残
り
１
％
の
子
へ
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン
版

で
対
応
と
の
事
だ
が
、
実
際
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
の
宿
題
が
出
さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

持
ち
帰
っ
て
も
接
続
で
き
ず
、
子
ど
も
に

悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
。
通
信
機
器

貸
出
、
ま
た
国
の
就
学
援
助
の
項
目
に
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
が
追
加
さ
れ
た
。

本
市
も
追
加
支
援
し
な
い
か
。

家
庭
で
接
続
が
で
き
な
い
子
へ
の
配
慮

を
徹
底
し
ま
す
。
貸
出
は
現
在
実
施
す
る

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
信
費
の
追
加
は
、

学
習
と
家
庭
で
の
使
用
の
切
り
分
け
が
難

し
い
た
め
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
備
し
、
児
童
が
放
課
後
や
長

期
休
み
に
宿
題
が
で
き
る
よ
う
導
入
・
維

持
運
営
費
の
補
助
制
度
を
つ
く
ら
な
い
か
。

ク
ラ
ブ
ご
と
の
状
況
や
意
向
を
把
握
し
、

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

「
保
険
証
の
廃
止
」
撤
回
を

来
年
秋
に
現
行
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

る
予
定
。
日
本
の
医
療
保
険
制
度
の
後
退

と
な
り
か
ね
な
い
。
市
の
認
識
は
。

国
の
案
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
所
有
し
て
い
な
い
方
や
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
を
一
体
化
し
て
い
な
い
方
に
は
、

現
行
の
保
険
証
と
同
様
に
申
請
に
よ
ら
ず

資
格
確
認
書
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
要
介

護
者
、
障
が
い
者
等
資
格
確
認
書
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
初
回
の
み
の
申
請
に
よ

り
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
の
で
制
度
の

後
退
に
な
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Q
A

子ども議会をやる方向で検
討は
継続をしていきたいと考えています

Q
A

水道料金値上げは大変
補助金を大幅に増額しないか
計画通りの料金改定となるよう市補
助金での負担軽減を検討しています

励
と

波
なみ

 久
ひさ

子
こ

議員
日本共産党
袖ケ浦市議団

◦教育行政（ＩＣＴ化と環境整備・学校給食）
について

◦マイナンバーカードと、健康保険について
◦かずさ水道広域連合企業団水道事業について

質問項目

笹
さ

生
そう

　猛
たけし

議員
袖和会

◦袖ケ浦市「子ども議会」につ
いて

質問項目
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公
民
館
の
市
長
部
局
移
管
撤
回
せ
よ

こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育
法
に
基
づ
く
運

営
を
継
続
す
べ
き
。
な
ぜ
、
市
長
部
局
移

管
を
進
め
る
の
か
。

公
民
館
が
担
っ
て
き
た
社
会
教
育
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
併
せ
た
推
進
の
た
め
、
施
設
利
用

範
囲
を
拡
大
し
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
活
動
拠
点
と
す
る
た
め
市
長
部
局
へ

移
管
す
る
も
の
で
す
。
公
民
館
の
社
会
教

育
事
業
は
、
移
管
後
も
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
教
育
法
第
17
条
第
２
項
に
「
社
会

教
育
委
員
は
教
育
委
員
会
の
会
議
に
出
席

教
職
員
を
め
ぐ
る
環
境
に
つ
い
て

学
校
司
書
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
は
。

探
究
型
の
学
習
が
求
め
ら
れ
る
中
、
生

徒
の
読
書
指
導
へ
関
わ
る
時
間
が
増
加
し
、

学
校
司
書
の
業
務
も
増
え
、
時
間
的
な
ゆ

と
り
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
翌
日
の
準
備
を
す
る
時
間
が
な
い
」
と 

聞
い
て
い
る
。
ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
。

学
校
図
書
館
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
や
、

今
年
度
か
ら
学
校
規
模
に
応
じ
た
学
校
司

書
の
複
数
配
置
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

過
去
の
統
計
で
、教
師
の
数
は
減
る
一
方
、

精
神
疾
患
で
休
む
教
師
の
割
合
が
増
え
て

し
て
、
社
会
教
育
に
関
し
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
規
定

に
よ
り
、
教
育
委
員
会
議
で
社
会
教
育
委

員
の
助
言
を
受
け
た
こ
と
は
あ
る
か
。

社
会
教
育
委
員
の
方
々
に
教
育
委
員
会

議
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

移
管
後
も
公
民
館
活
動
に
取
り
組
む
と

し
な
が
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
だ
け
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
以
下
パ
ブ
コ
メ
）
に

出
し
、
公
民
館
条
例
を
出
さ
な
い
の
は
お

か
し
い
。
パ
ブ
コ
メ
を
や
り
直
さ
な
い
か
。

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
制
定
に
伴
い
、
公

民
館
条
例
の
改
正
を
考
え
て
お
り
、
パ
ブ

い
る
。教
職
員
の
ゆ
と
り
確
保
の
為
、業
務

改
善
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

学
校
行
事
の
精
選
、
準
備
の
簡
素
化
、

業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、「
ノ
ー
部
活
動
デ
ー
」

や
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
、
教
職
員
が
ゆ
と
り

を
持
ち
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合

う
こ
と
の
で
き
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、

業
務
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

８
月
か
ら
中
学
生
か
ら
高
校
生
18
歳
ま

で
助
成
が
拡
大
さ
れ
た
。
申
請
状
況
は
。

申
請
書
を
送
付
し
た
１
，
６
６
５
名
の

コ
メ
を
や
り
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

久
留
里
線
存
続
主
体
的
に
取
り
組
め

久
留
里
線
検
討
会
議
に
よ
る
君
津
市
内

３
ヶ
所
の
説
明
会
に
は
、
市
か
ら
誰
が
参

加
し
、
ど
う
受
け
止
め
た
か
。

本
市
か
ら
は
こ
の
説
明
会
に
は
出
席
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

高
温
排
気
天
然
ガ
ス
火
力
発
電
所

１
９
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
計
画
で
、
海

水
冷
却
で
な
く
空
気
冷
却
と
の
こ
と
だ
が
、

空
冷
に
関
す
る
基
準
は
あ
る
の
か
。

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

う
ち
、
８
月
末
時
点
で
１
，
６
０
４
名
分

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
う
ち
３
名
は
就

労
に
よ
り
子
ど
も
本
人
が
社
会
保
険
の
被

保
険
者
の
為
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
被
扶
養
者
で
は
な
い
婚
姻
者
、

就
労
者
も
就
学
児
童
等
と
同
様
、
医
療
費

助
成
対
象
者
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

条
例
改
正
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
を
支
援
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
助
成
の
対
象
外
と
な
っ

た
方
を
救
済
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
対
応
方
法
等
に

つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q Q
A A

公民館市長部局へ移管
会議で社会教育委員から助言は

教職員のゆとり確保に向け
てどう進めていくか

教育委員会議に
出席いただいたことはありません

子どもと向き合う時間を確保するた
め、業務改善を進めていきます

伊
い

東
とう

 章
あき

良
ら

議員
清風会

◦袖ケ浦市の教育基本方針について
◦子ども医療費助成制度について

質問項目

篠
しの

﨑
ざき

 典
のり

之
ゆき

議員
日本共産党
袖ケ浦市議団

◦公民館の市長部局移管方針等、本市の社会
教育のあり方について

◦公共交通の積極的な充実策の促進について
◦天然ガスによる火力発電所建設計画への対応について

質問項目
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Q
A

水道料金値上げに軽減策を

営業助成補助金を検討します

水
道
料
金
の
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
市
民
負
担
軽
減
策
の
考
え
は
。

営
業
助
成
補
助
金
を
５
年
間
で
１
億
円

投
入
し
、
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

産
婦
人
科
医
の
誘
致
を

市
内
に
産
婦
人
科
医
院
な
ど
が
な
く
出

産
や
女
性
特
有
の
疾
病
、
健
康
を
守
る
こ

と
に
不
安
が
あ
る
。
市
が
誘
致
し
な
い
か
。

市
が
積
極
的
に
産
婦
人
科
な
ど
の
誘
致

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
な
ど
を
支
援
し
誘
致
し
た
自

治
体
も
あ
る
。
医
療
法
人
な
ど
に
支
援
策

な
ど
を
示
し
、
行
動
を
起
こ
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

引
き
続
き
君
津
木
更
津
医
師
会
へ
の
働

き
か
け
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
施
策

魅
力
あ
る
も
の
に
再
構
築
を

抜
き
ん
出
て
い
た
本
市
の
子
育
て
施
策

が
他
市
と
比
較
し
低
下
し
て
き
た
。
子
育

て
環
境
を
若
い
世
帯
に
魅
力
あ
る
も
の
に

総
合
的
な
見
直
し
を
し
な
い
か
。

次
期
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
で
、
よ
り
良

好
な
子
育
て
環
境
が
実
現
す
る
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
・
資
源
政
策
に
消
極
的
で
は

か
ず
さ
３
市
で
既
に
取
り
組
ん
で
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
回
収
を
、
本

市
は
未
実
施
で
周
回
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
。

実
施
の
時
期
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

重
要
性
は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ

袋
料
金
見
直
し
後
に
検
討
し
ま
す
。

資
源
回
収
量
を
Ｒ
13
年
度
に
は
約
３
倍

と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
で
目

標
達
成
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

自
治
会
資
源
回
収
や
団
体
回
収
が
増
加

す
る
こ
と
で
達
成
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
標
値
の
変
更
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
長
就
任
後
４
年
間
と
今
後
を
問
う

台
風
復
興
・
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
、
今

ま
で
に
な
い
予
算
規
模
で
市
民
生
活
を
支

え
た
が
、主
に
ど
の
よ
う
な
事
を
行
っ
た
か
。

台
風
被
害
の
対
応
で
は
、
財
政
調
整
基

金
の
取
崩
し
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等

で
、
Ｒ
元
年
度
～
３
年
度
の
３
年
間
で

約
21
億
５
千
５
百
万
円
。
避
難
所
の
設

置
・
運
営
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
等
、
被

災
し
た
住
宅
や
農
業
用
施
設
な
ど
の
修

繕
等
へ
の
補
助
等
を
行
い
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
、
国
・
県
か
ら
の

交
付
金
等
の
他
に
、
市
独
自
事
業
も
行

い
、
Ｒ
２
年
度
～
４
年
度
の
３
年
間
で
約

１
０
８
億
８
千
９
百
万
円
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
特
別
定
額
給
付
金
で
一
人
に
10
万
円

支
給
、
子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
、
市
独
自
で
上
乗
せ
し
た
中
小
企
業
支

援
金
や
自
宅
療
養
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

等
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
長
就
任
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

ど
の
よ
う
に
評
価
・
判
断
し
て
い
る
の
か
。

庁
内
事
務
や
教
育
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
、
大
き
く
前
に
進
め
た
も
の
と
、
コ

ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
か
ら
市
民
と
の
ふ
れ

あ
い
が
減
少
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
収

集
な
ど
、
中
々
前
に
進
め
な
か
っ
た
も
の

と
両
極
端
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
具
体
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
の

市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
は
。

「
次
の
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け

て
取
り
組
み
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
西
側
地
区
や
平
川
地
区
な
ど
、

地
域
の
皆
様
と
の
合
意
形
成
を
図
り
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
定
住
人
口

の
み
な
ら
ず
、
雇
用
や
関
係
人
口
を
創
出

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
、
人
と
の
繋

が
り
の
拡
大
を
目
指
し
た
施
策
の
展
開
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
が
、
将
来
に
渡
っ
て

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
A

この 4 年間の市政運営を　
振り返って
房総半島台風や新型コロナ対応に、
無我夢中で駆け抜けた4年であった

塚
つか

本
もと

 幸
さち

子
こ

議員

◦水道料金の値上げが予定されているが、どのように対応するのか
◦指定ゴミ袋の値上げとプラスチックごみの分別回収、ゴミ減量

化について
◦安心して産み子育てができるように、産婦人科医院等の誘致と

女性施策の推進、子育て環境のさらなる前進を図らないか

質問項目

稲
いな

毛
げ

 茂
しげ

徳
のり

議員
清風会

◦市長就任後、令和元年の台風15号被害から
の復興、その後の新型コロナウイルスへの
対応を踏まえた、市政運営と今後について

質問項目

議会だより そでがうら /  N o v . 2 0 2 3 16



　袖ケ浦市議会では、他の自治体で取り組まれている先進事例について、調査・研究
する行政視察を実施しています。６・７月に実施した視察について報告します。

委員会レポート委員会レポート

【岩手県久慈市】【岩手県久慈市】

「災害時に市議会として何をすべきか学ぶ」
　久慈市は、平成23年に「東日本大震災」、平成28年に

「台風10号」、令和元年に「台風19号」など大きな災害
を経験しています。幾多の災害を経験し、久慈市議会で
は、災害時の議会・議員の対応を明確にした議会災害時
対応マニュアルを平成25年10月に策定しました。この
対応マニュアルに基づき、平成28年の「台風10号」、令
和元年の「台風19号」発生直後から、市議会災害対策連
絡会を設置し、議員全員が災害現場に出向き、直接住民
の声を聞き、取りまとめるなど議会の特性を活用し、市
長部局とは異なる支援体制を確立しました。また、新型
コロナウイルス感染症への対応を踏まえ、議会ＢＣＰへと災害対応を進化させています。この市民に寄り添っ
た議会の災害対応は、先進的取組として全国的に注目を集めています。「災害発生時に議会や議員はどのよう
に動けばよいのか」という課題について、先進的議会の対応を視察することで袖ケ浦市議会でも災害時の対
応を整理し、災害発生時の体制整備に着手しました。

「議員定数及び
　議員報酬の見直しについて」

　天童市は、人口・面積とも袖ケ浦市と同じ規
模の自治体。令和２年12月から令和４年５月ま
で21回にわたり委員会を開催。議員定数は現行
22人から21人、議員報酬は現行の39万３千円か
ら42万円に増額。全議員対象のアンケート調査、
議会報告・意見交換会での意見募集、若い世代と
の意見交換会等を開催し、広く意見を求め議論が
重ねられていました。議員の中でも多様な意見が
混在し賛否が分かれるなか、一定の方向性を示し
見極めることに苦労されていました。

「かわにし議会だよりの
　発行について」

　かわにし議会だよりの編集に当たっては、議会
事務局の手助けを借りずに委員全員が担当した部
分を責任もって編集を行っていました。委員の他
に協力してくれるアドバイザー等が校正のアドバ
イスに携わっており、委員外の方々の協力につい
てもしっかりしているのが感じられました。13
名の議員全員及びアドバイザー等の協力により、
記事作成や取材、原稿作成依頼等、広報編集の作
業体制がしっかりと組まれているのが感じられま
した。

久慈市での視察の様子

天童市での視察の様子 川西町での視察の様子

環境・災害対策
特別委員会

議会運営委員会 議会広報特別委員会【山形県天童市】【山形県天童市】 【山形県川西町】【山形県川西町】
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　本会議映像のインターネットライブ中
継をしています。ご自宅などのパソコン、
スマートフォン、タブレット端末などで
本会議の映像がリアルタイムでご覧いた
だけます。ぜひ、ご覧ください。
　併せて、議案資料等のホームページで
の公開もしています。

（録画配信については、会議終了後約１週間で公開します）

　傍聴時に音声機器の貸し出しをしてい
ますので、必要な方は議会事務局までお
申し付けください。

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
TEL 0438-62-3450　FAX 0438-63-5130
E-mail sode32@city.sodegaura.chiba.jp

録画配信は、
議員名・会議日
から選べます。

「再生」を押すと
映像が始まります。

袖ケ浦市議会　映像 検索

議 会 だ よ り そでがうら

＊一般質問通告一覧表は12月４日（月）頃、ホームページに掲載する予定です。
＊12月定例会の予定は、11月22日（水）に開催される議会運営委員会で正式決定

されます。詳しくは議会事務局（0438-62-3450）へお問い合わせください。
＊請願・陳情の受付は11月20日（月）までです。

【12月の定例会】

ガ ウ ラ の ま ち

おいしい！ 袖ケ浦
季節の味覚を味わおう

東京ドイツ村の中の丘陸地にみかん畑
があり、初冬にもぎたての味わいを楽し
むことができます。こだわりの無農薬栽
培で、それぞれの木によって味が違い、
食べ放題なので、お好みの木を探しなが
らの食べ比べもおすすめです。

◦東京ドイツ村
　住所：袖ケ浦市永吉419
　電話：0438-60-5511

※みかん狩りは、10月下旬～ 11月下旬です。

長浦小学校・根形小学校・中川小学校・平岡小学
校の３年生が市役所見学の際に議場に学習しに来ま
した。当日は、袖ケ浦市に関する質問や採決の様子
を体験するなど楽しみながら学んでいきました。

●市内小学生が●市内小学生が
　議場を見学に来ました　議場を見学に来ました

もぎたて！ 「みかん狩り」

「議会のひろば」より 日 月 火 水 木 金 土
11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 12/１ ２

本会議
10：00～

一般質問
受付

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
議会運営
委員会

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

10 11 12 13 14 15 16
　
　
　

　
　
　

　
　
　

本会議
（一般質問）
9：30～

本会議
（一般質問）
9：30～

17 18 19 20 21 22 23
本会議

（一般質問）
9：30～

本会議
（一般質問予備日）

本会議
10：00～

　
　
　

　
　
　

24 25 26 27 28 29 30
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　31

リピーターも多い人気のイベント！お土産用の袋づめも楽しいよ☆

根形小学校根形小学校

中川小学校中川小学校

長浦小学校長浦小学校

平岡小学校平岡小学校
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